


　青少年赤十字リーダシップ・トレーニング・センター（以下「トレーニン
グ・センター」）は、青少年赤十字の最も特徴ある教育プログラムの一つ
で、青少年赤十字の組織と活動を主体的に推進する児童・生徒のリー
ダーを養成することを目的に、日本赤十字社の各都道府県支部、あるい
は地区協議会や各学校において開催されています。
　現在のトレーニング・センターは、戦後の昭和23年から実施されまし
たが、この間、赤十字と教職にある先生方双方の様々な試行錯誤と指導
体験の積み重ねにより改善がなされてきました。
　最近では、指導者や参加する児童・生徒の確保、日程の制限など難し
い課題を抱えながらも、そのねらいや技法は「教育的効果が極めて高
い」と学校教育関係者にも高く評価されています。

　トレーニング・センターの基本的な運営方法、ねらいなどを解説した
のが本ガイドブックですが、実際には、各地の日本赤十字社都道府県支
部と指導者の工夫や経験を織りまぜながら地域の特色を生かした内容
で展開することができます。
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トレーニング・センターの目的と教育的意義

　トレーニング・センターは、集団生活を通して行われる学習活動の場です。特に、参加者
がリーダーとして必要な自主・自律の精神を身につけ、赤十字や青少年赤十字に関する知
識や技術を集中的に学習することにより、生活態度全般にわたる人間形成をする場となっ
ています。こうした視点から、指導者の教育的配慮による指導と様々なプログラムが組ま
れます。

　トレーニング・センターは、青少年赤十字の教育プログラムのひとつで、青少年赤十字の
組織と活動の中核となる「児童・生徒のリーダー」の養成を目的としています。しかし、ここ
で言う「リーダー」とは、ある特定のメンバーだけがリーダーシップを取るのではなく、グ
ループのメンバー全員が進んでグループの中で役割を持ち、仕事の内容や時と場所によっ
て、ある時はリーダーになり、またある時は協力者の立場をとることができるように、メン
バー全てが「リーダーシップの取り方を学ぶこと」を目指しています。
　また、このトレーニング・センターでは、赤十字の基本原則や国際人道法などを学ぶこと
によって、青少年赤十字の願いである人道的な価値観を自ら身につけ、行動することので
きる青少年の育成も目指しています。

　トレーニング・センターは、赤十字とその精神について集中的に学習する機会です。
普段の学校生活や活動では機会の少ない、赤十字についてのより深い理解と共感を養
う場です。

　トレーニング・センターは、24時間教育の場です。それはゆとりのない詰め込み教育
の場という意味ではなく、定められた学習時間だけでなく、期間中の生活の全てを自ら
進んで学ぶ機会として主体的に生かして欲しいという意味です。あらゆる場面で自分の
能力を試し、生かし、伸ばすための挑戦の場でもあります。

　トレーニング・センターの集団生活は、異質なものとの出会いの場です。異なる生活
背景や体験をもった一人ひとりの個人が集まり、一つの目的のもとに共同生活をする中
で普段の生活にはない新しい体験が生まれ、友達の輪を広げることもできます。集団生
活の中で生きる一員としての自覚や受容と寛容の精神を学ぶ場でもあります。

目　的

トレーニング・センターの教育的意義

１） 赤十字を集中的に学ぶ場

２） 24時間教育の場

３） 異質なものとの出会いの場
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トレーニング・センターの計画と準備

　トレーニング・センターは、実施する目的（具体的な実施意図）や参加対象によって、その
開催形態が異なってきます。
　支部または地区が、各加盟学校の児童生徒代表を対象として実施する場合、あるいは学
校が独自で行う場合なども考えられます。このように形態が異なることにより、開催計画
の内容も種々異なってくるのは当然ですが、いずれの場合でも時期、会場、対象（人員）、日
程などの要項は早期に策定し、十分時間的な余裕をもって準備が行えるようにします。

開催計画の策定

参加者の募集と決定
　参加者一人ひとりがトレーニング・センターに参加する目的意識をはっきりと持って
いることが望ましく、そのためには、参加者の募集にあたって、学校等に対する開催計
画の周知や参加者の資格条件の明示などが大切です。

　青年の家など青少年宿泊研修施設などを利用する場合、他団体との使用の重複や合
同行事（朝夕のつどいなど）への参加など、日程進行に影響が生じる場合があるので、
会場使用上の事前打合せが重要です。

　参加者が決定したら、十分な事前準備ができるように必要事項について連絡の徹底
を図ります。
　 具体的には、実施要項や会場案内、携行品などの「参加注意」のほか、学校での青少
年赤十字活動のまとめや課題作文の作成など「事前学習」の指導を行います。
　この事前学習は、トレーニング・センターに対する参加者の興味と関心を高め、参加
の“心がまえ”を養うとともに、赤十字や青少年赤十字に関する基礎的な理解を得させる
ことが期待できます。

⑴

会場の設営
　トレーニング・センターの会場としては、学校や青年の家などの青少年宿泊研修施
設、旅館などが考えられます。
　 これらの借り上げ施設が、トレーニング・センター会場として十分に機能するように
設営します。
　 特に、宿泊、食事、浴室など生活上の設備、機能のほか、学習活動のためのスペースや
設備についても、全体研修のスペース、小集団活動のための部屋や、掲示板、事務作業
コーナー、資料展示コーナーなどが設営できる共用のスペースが必要となります。

⑴

⑵

⑵
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会場設営の工夫

その他の準備事項

　トレーニング・センター参加者の意識が集中し、望ましい雰囲気のなかで生活が進行し
ていくためには、施設周辺の環境の及ぼす影響が大きいため、環境チェックを行います。

　トレーニング・センターの諸活動が、参加者の自主的、自律的な行動によって展開され
るため、これらの発意と実践を促すように、会場設営上いくつかの工夫が考えられます。

　トレーニング・センターの生活は、合図のない生活です。号令をか
けたり、かけられたりしない「自分が自分の主人公である」生活をお
くります。このため「本部から参加者へ」、「参加者から参加者へ」の
ような形で、連絡、よびかけ、案内など一切の周知事項をこの掲示
板で行います。

　活動記録、参考図書、海外から届いたトピックアルバム・ポスター
などを展示し、学習活動の参考資料として活用します。
　また、資料の「自由におとり下さい」のコーナー設置や、学習活動
の進行にしたがって作品などの展示もできます。

　参加者が、各自で持参する筆記用具とは別に、本部が用意する事
務用品コーナーと工作台を設け、参加者が自由に使えるようにしま
す。

　施設内外にわたる安全の確認を行います。
　特に、集団行動を予測した避難設備（経路・集合地点など）の点検は、事前に必ず行い、
洗面、トイレ、浴室などの衛生設備についても、参加者の健康管理の面から点検をします。

⑶

⑷

　教具、事務用品、配付資料などの準備。⑴

　教育委員会や会場所在地の警察署、消防署など関係機関への連絡、依頼など。⑵
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指導体制
　指導スタッフ
　青少年赤十字加盟学校指導者で、本社、ブロックなどの指導者養成講習会を修了し、
青少年赤十字の実践活動や集団指導の体験が豊富な先生をスタッフとして委嘱し、本
部を編成します。

⑴

　指導運営組織
　指導スタッフが決定したら、スタッフ会議を開催します。打ち合わせは、開催計画の企
画の段階からはじめ、会議は必要により数次にわたる場合もあります。
　この後、トレーニング・センターに臨むホームルーム編成、生活運営分担、学習活動指
導分担などの指導運営組織を編成します。
　　※　次表は、本社主催スタディー・センターの指導運営組織例です。

⑵
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　指導の基本方針
①　青少年赤十字のリーダーとして必要な「赤十字と国際人道法（ジュネーブ諸条約）」
　と「青少年赤十字」に関する具体的な学習を進めます。
　　また、参加者一人ひとりが、赤十字活動に参加する意義を理解し、自らの生活行動
　において実践を行えるよう方向づけをします。
②　参加者の自主的、自発的な行動によって、全ての日程を進行します。
　　また、集団生活の体験を通して、自らすすんで行動する態度を育てる機会として指
　導します。
③　参加者が、互いに信頼しあい、助けあい、明るく、たのしい生活がおくれるよう工夫
　し、指導します。
④　参加者の健康と安全に十分留意します。

⑴

　生活行動の約束
①　合図のない生活（５分前行動）
　　（誰も号令をかけない、かけられない。）
②　注意深い生活
　　（時計や掲示板を見る習慣をつける。）
　　（人の話をよく聞く。わからないことは聞く。）
　　（健康や安全に気を配る。）
③　自分の考えを持ち、表現できる生活
　　それを行動に表す生活
　　（短時間でも考える時間をつくることができる習慣を身につける。）
　　（言葉や行動で表す。）
④　他の人のために自分を生かす生活
　　（ボランタリー・サービスの実践）

　プログラムの組み立て
　 　プログラムは、開会から閉会まで、一つの流れとしてとらえることができます。
　 　各プログラムを、前述の基本日程（P７参照）のなかに、次の点を考慮しながら組み
　こみます。
①　それぞれのプログラムに、どのくらいの時間をかけるのか、配分を考えます。
②　内容（主題）の面から、プログラムの展開順序を考えます。
　　例えば、「赤十字の誕生」について学習する前に、「青少年赤十字の歴史」を学ぶよ
　うなプログラムの組み立ては避けるようにします。
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プログラムの展開
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　「先見」とは、いつ、いかなる事態に直面しても、これに対処できるよう日頃から備えてお
くという意味です。
　トレーニング・センターに「先見」の時間が組まれているのは、参加者が何を学び、どの
ように行動するかを自分自身で考え、そのための準備をするためです。学んだこと、気がつ
いたことをメモにとる習慣をつけておくと「先見」の時間にこのメモを役立てることができ
ます。
　具体的には、「先見」の中で、これまでに学んだことを整理したり、次のプログラムで自分
がどのように行動し、どんな点に留意するかなどを考えることができます。このように「先
見」とは、単なる予習・復習の時間ではなく、ましてや自由時間でもありません。
　すなわち、「先見」とは、集団の中で生活するトレーニング・センターの中で自分自身を取
り戻し、反省と共に今後に取り組む段どりと余裕を得る時間として、自分の考えを明確に
把握し、これからの自分の学ぶ態度を決定する重要な時間と言えます。このように子ども
達に気づき、考えさせる「先見」の時間は、他の団体で行われる研修プログラムには見られ
ぬ特色あるものと言えるでしょう。
　基本的には、先見を行う場所は、居室以外の公共スペースとしていますが、参加者の発
達段階に応じて、初日は全員が会議室に集まり、２日目以降は公共スペースのどこを使用
してもよいというように、運用面で変化をつけて行うことも考えられます。
　また、一日の終わりのホームルームで、その日の先見について有意義に活用できたかを
フォローすることも大切です。

〈先見（せんけん）〉

　フィールドワーク（F・W）とは、ハイキングの途中に種々のゲームを取り入れたもので、全
員が小グループ（10人前後）に分かれ、グループごとにあらかじめ決められた指示に従い、
統一ある行動をするものです。
　トレーニング・センターで得た各種の知識・技術を野外において、グループの仲間と実習
することによって、注意力を養い自他の関係の協調と親ぼくを増進させるねらいがありま
す。また、野外の美しい自然に接しながら、トレーニング・センターで学んだ知識、技術、態
度を実際にどれだけ身につけたかを知るよい機会でもあります。

〈フィールドワーク（Field Work）〉
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国際赤十字と
その働き

国際赤十字の
組織と活動

国際赤十字の
組織と活動

日本赤十字社の
起こり

日本赤十字社の
起こり

日本赤十字社の
創立

日本赤十字社の
活動

日本赤十字社の
しくみと活動

日本赤十字社の
組織と活動

青少年赤十字に
ついて

青少年赤十字の
誕生と組織

青少年赤十字の
歴史と組織

上記の話から、赤 十
字成立と下記の点に
ついて説明。

　赤十字のしるし
とその意味

　国際赤十字の働
き、よく知られてい
る活動について話
す。

赤十字のしるしに
はどんなものがあ
るか(赤十字、赤新
月、レッドクリスタ
ル〈日本語訳検討
中〉)

赤十字国際委員会 
と国際 赤 十字・赤
新月社連盟の組織 
と役割について、 
性格が異なること 
を確認させる。
各国赤十字社につ 
いては現在世界中 
にいくつあるかぐ 
らいに話をとどめ 
る。

1.

2.

青少年赤十字指
導者手引

⃝

青少年赤十字指
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⃝

青少年赤十字指
導者手引
赤 十 字 の 国 際
活動

赤 十 字 国 際 委
員 会 承 認 各 社
は189カ国

（2013年8月現
在）

⃝

⃝

※

青少年赤十字指
導者手引
赤 十 字 の 国 際
活動

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

赤十字のしるしが
付いている赤十字
病院からは医療事
業を、街 頭で見か
ける献血車からは
血液事業を、手短
かに説明する。

⃝

青少年赤十字の起
こりと目的を、ここ
では簡単に触れる
こととし、具体的に
は、第1次大戦のア
メリ カ 、カ ナ ダ 、
オーストラリアの
子どもたちの行動
を 通して、青 少 年
赤十字がどうして
学校にあるのかを
説明する。

⃝ 第1次大戦時に、ア
メリ カ 、カ ナ ダ 、
オーストラリアの
子どもたちが 、戦
争犠牲者を励ます
ために自分たちの
手 作 り の 作 品 を
送ったことが1つ
のきっかけになり、
世界の平和実現を
目標にして赤十字
の平時事業の柱の
1つとして青 少 年
赤十字が発足した
ことをまず確認さ
せる。

⃝ 青少年赤十字の起
こりのきっかけと
なった第1次 大戦
時の子どもたちの
行動を手短かに説
明する。
さらに、青 少 年 赤
十字が、「子どもた
ちに平和の理 想、
健 康への注意、奉
仕の実 践、人 間と
しての責任、そして
世界中の子どもと
の 親 善 、理 解 」を
願って発足したこ
とを理解させる。

⃝

⃝

下記の活動を簡単
に説明するととも
に、国際的国内的
に も 広 範 囲 に わ
たって赤十字が活
動していることを
認識させる。
・国際活動
・災害救護
・血液事業
・医療事業
・看護師の養成
・救急法等の講習
・赤十字奉仕団
・青少年赤十字
・社会福祉
・その他の事業

⃝ 下記のそれぞれの
活動について解説
する。
・国際活動
・災害救護
・血液事業
・医療事業
・看護師の養成
・救急法等の講習
・赤十字奉仕団
（特に青 年赤 十字
奉仕団を詳しく)
・青少年赤十字
・社会福祉
・その他の事業

全体の補足とまとめ
として、赤十字=病院
ではなく広範な活動
が行われていること
を教える。特に青 少
年赤十字メンバーと
して、これらの活動と
の関連や、知識・技術
の 活用を意 識させ、
今後の具体的活動を
考える基礎とする。

⃝

佐野常民・大給恒 
が日本赤十字社の 
前身である博愛社 
を創立したことを 
話す。

⃝

児童には自分達の 
住んでいる周辺で 
赤十字のマークを 
見かけたことがあ 
るか、それはどこ 
にあったか、など 
の身近なところか 
ら話をすすめる。

⃝ 日本赤十字社の社
員とはどのような
ものなのか、また、
本社と支部とはど
のような関係にあ
るかを説明する。

⃝ 日本赤十字社は日
本赤十字社法（昭
和27年制定）によ
り設立された法人
であり、社員によっ
て組織されている
ことを確認させる。

⃝

佐野常民・大給恒
が日本赤十字社の
前身である博愛社
を西南の役のとき
創設したこととそ
の 意 義 を 説 明 す
る。

⃝ 佐野常民・大給恒
が西南の役でどん
な活動をしたか、ま
た博愛社はどんな
目的でつくられ、ど
のような役割を果
たしたか説明する。

⃝

赤 十 字 国 際 委 員
会、国際赤十字・赤
新月社 連 盟、各国
赤十字社の関連と
役割を説明すると
同時に、それぞれ
の役割に合わせて
どのような活動を
しているか述べる。
さらに赤十字国際 
会 議 に ま で 触 れ
る。

⃝

⃝

し、人種、国籍、階
級、宗教、政治的見
解 の 差 別 な く 看
護、保 護を与え 人
の命と尊厳を尊重
しようという条約
の根底にある精神
を理解させる。　

② 青少年赤十字概論（学習）

小 学 生 対 象

内 　 　 容 内 　 　 容 内 　 　 容資 　 料 資 　 料 資 　 料

中 学 生 対 象 高 校 生 対 象
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⃝ 日本赤十字社は日
本赤十字社法（昭
和27年制定）によ
り設立された法人
であり、社員によっ
て組織されている
ことを確認させる。
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佐野常民・大給恒
が日本赤十字社の
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を西南の役のとき
創設したこととそ
の 意 義 を 説 明 す
る。

⃝ 佐野常民・大給恒
が西南の役でどん
な活動をしたか、ま
た博愛社はどんな
目的でつくられ、ど
のような役割を果
たしたか説明する。

⃝

赤 十 字 国 際 委 員
会、国際赤十字・赤
新月社 連 盟、各国
赤十字社の関連と
役割を説明すると
同時に、それぞれ
の役割に合わせて
どのような活動を
しているか述べる。
さらに赤十字国際 
会 議 に ま で 触 れ
る。

⃝

⃝

し、人種、国籍、階
級、宗教、政治的見
解 の 差 別 な く 看
護、保 護を与え 人
の命と尊厳を尊重
しようという条約
の根底にある精神
を理解させる。　

② 青少年赤十字概論（学習）

小 学 生 対 象

内 　 　 容 内 　 　 容 内 　 　 容資 　 料 資 　 料 資 　 料

中 学 生 対 象 高 校 生 対 象



　学習の主題をどのように展開するかは、指導スタッフの工夫を最も要するところです
が、中心的な科目については講義によることとしても、できる限り参加者自身の主体的
な学習活動を促すために、グループワーク（G・W）の手法を導入して展開するなどの方
法を考えます。
　技術研修として、青少年赤十字の特色あるプログラムのひとつである「健康安全プロ
グラム」に沿った救急法等の講習をできる限り取り上げます。技術の習得それ自体をね
らいとするのではなく、小・中学生対象であれば健康安全プログラムを利用するよう、
高校生対象であれば帰校後に正規講習会を受講するよう、動機づけの機会とします。
　レクリエーションの取り扱いに留意する。
　レクリエーションの本来の役割は、気分転換や雰囲気づくりに大きな効果をあげるこ
とです。しかし、いつの間にか、レクリエーションが主人公となった日程が展開されてい
る例もしばしば見られます。「たのしい」ということは、一人ひとりが、心身ともに安心し
て生活できるということであって、歌を歌わせたり、大笑いさせたりすることではありま
せん。
　レクリエーションの時間は、最小限にとどめます。
　野外活動も参加者の興味と関心をひく重要な学習プログラムです。キャンプ・ファイ
ヤー、フィールドワーク、自然観察などを、プログラム全体の構成や参加者の体力などに
配慮し、実施します。
　このほか、ビデオや映画上映、フォーラム、ディベート、施設訪問の体験学習、会場周
辺地域の社会資源マップの実習など、種々の学習計画が考えられるでしょう。

　全ての学習活動の基本を、「自分にとり組む」（自分の考えや体験から出発する）こと
におきます。
　青少年赤十字の実情をふまえた問題意識をもとに学習展開を行います。センター終
了後、それぞれの学校で生かされないことを言ったり、行ったりしてもあまり意味があり
ません。
　グループワークなどを取り入れた学習展開を行いますが、その技法の形式や流れに
こだわって画一的な結論に陥ることのないように留意します。
　学習の主題について、それぞれ担当スタッフがきめられても、実際の展開にあたって
は、スタッフ全員がこれに当たることとなるので、常に「主題に対する共通理解」を図り
ます。
　教材、教具の用意と活用。
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⑺

学習活動展開上の指導留意点
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生活組織と運営

朝 の 集 い と 夕 べ の 集 い
　一日の始まりにあたり、参加者全員が一堂に会し、お互いの健康状態を把握し、体をほ
ぐし、プログラムへの参加意識をたかめることを目的として行います。
　また、青少年赤十字旗の降納を主目的として、夕べの集いを行うことも考えられます。
朝の集いの進行例
○　ホームルームごとの人員点呼
　　　ホームルームのメンバーが全てそろっているか、体調が悪く居室等に残っているメ
　　ンバーがいないかなどを確認することがねらいです。
○　青少年赤十字旗の掲揚
　　　青少年赤十字メンバーとしての意識を高めます。正しい旗の掲揚ができるかもポイ
　　ントです。
　　　「空は世界に」等を歌いながら行ってもよいでしょう。
○　進行者からのあいさつ等
○　体操
　　　散歩など、過度にならない程度のものがよいでしょう。
○　必要に応じて参加者への連絡
・ 朝の集い、夕べの集いともに、集いの意味を考えて内容を選別します。
　安易にレクリエーションの時間とならないように注意しましょう。
・ 旗はその団体のシンボルとしての意味を持つので、地面を引きずったりすることのない
　よう、丁寧に扱うように注意します。また、雨が降ってきた場合は速やかに降納します。

各人の抱える課題を浮き彫りにさせていきます。
　従って、その日毎の学習プログラムの内容と呼応させ、参加者の消化の度合いを見極め
ながら毎日のホームルームのねらいを考える必要があります。単に一日の反省をするため
だけの時間とせずに、集団生活の中でも自分の殻を脱いで相互理解・自己啓発を図ること
ができる打ちとけた場とすることが大切になります。
　ホームルームは、1ホームルーム10人前後が適当です。ホームルームでは、ホームルーム
連絡員を選出しその人を中心にしてホームルームでの生活を行います。
　ホームルームで話し合う事項（例）
⃝　自己紹介
⃝　ホームルーム連絡員・記録係（各1人）の選出
⃝　オリエンテーションの確認
⃝　Ｖ・Ｓ活動の奨励
⃝　トレーニング・センターの1日の反省
⃝　情報交換、その他共通の話題
⃝　ホームルーム連絡会議への要望

　ホームルーム連絡会議は、各ホームルームからホームルーム連絡員が参加して行いま
す。ホームルーム連絡会議では以下のことを行います。
１．日程の反省（研修および生活面）
２．日直の選出および交代
３．ホームルームから提出された事項の確認等
４．日程その他本部に対する要望の提出
５．本部からの連絡
　しかしながら、ホームルーム連絡会議は、生活運営上、特に全体に関わる問題について連
絡調整をする場であり、何かを決定する場（議決機関）ではありません。
　トレーニング・センターでは、生活運営の全てを参加者の自発的な意志に基づく行動に期
待しており、ホームルーム連絡会議で必要が発見されたとしても、それはホームルーム連絡
員が自らの意志によるボランタリー・サービスとして、また、多くの場合は掲示などによる協
力呼びかけで解決することができます。
　従って、個人やホームルームで解決できるような問題はこの場には持ち出さないようにします。
　しかし、参加者が小学生の場合と高校生の場合では、自ずとホームルーム連絡会議の運
営が変わることも考えられます。参加者が小学生の場合に、出された話題がホームルーム
連絡会議にふさわしいかを、指導者がそのつど検討してもあまり意味がありませんが、高
校生メンバーのレベルになれば、出された話題が本当にホームルーム連絡会議に必要なも
のかをじっくり考えさせることも大切な場合があります。

ホ ー ム ル ー ム

　家族的な雰囲気の中で参加者が自分の考えや反省、疑問などを自由に話し合い、必要が
あればスタッフから助言を得る時間がホームルームです。一日の生活の中で気づいたこと、
考えたことを出し合い、建設的に処理してまとめていく過程で、自発的な生活態度を促し、
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　トレーニング・センターが終了したとき、参加者が感激し、別れ難い思いが溢れている様
子などだけから、センターの成果を評価することには問題があります。
　参加者が、個人としても、学校としても、ここでの体験が、以後の青少年赤十字活動への
方向づけとして十分生かされるような指導を心がけます。
　⑴ 　トレーニング・センターの学習や生活の反省評価や感想をまとめさせます。
　⑵ 　トレーニング・センターでの様々な体験を、どのように生かし、実行していくかとい
　   う“具体的なとりくみ”を期間中にワークショップさせます。
　⑶　本部スタッフの反省評価を必ず行います。

トレーニング・センターのまとめ

　トレーニング・センターの体験が、参加者の個人的な成果にとどまらず、学校での青少
年赤十字活動に生かされるよう配慮します。
　⑴　学校や地区で必ず報告会を行い、できれば、報告書を作成し配付します。
　⑵　参加者が、他校の参加者との間に得られた友情や交流関係は、その人だけのものと
　　せず、学校間のつながりに発展させます。（アルバム交換や交歓会の開催）
　⑶　児童会（生徒会）、あるいは学級活動などにおいて、トレーニング・センターの成果
　　を生かし、リーダーシップを発揮するよう促します。
　⑷　本部スタッフは、本部解散後も参加者の活動について、できる限りフォローします。

学校活動への活用

トレーニング・センターのまとめと活用
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　青少年赤十字リーダシップ・トレーニング・センター（以下「トレーニン
グ・センター」）は、青少年赤十字の最も特徴ある教育プログラムの一つ
で、青少年赤十字の組織と活動を主体的に推進する児童・生徒のリー
ダーを養成することを目的に、日本赤十字社の各都道府県支部、あるい
は地区協議会や各学校において開催されています。
　現在のトレーニング・センターは、戦後の昭和23年から実施されまし
たが、この間、赤十字と教職にある先生方双方の様々な試行錯誤と指導
体験の積み重ねにより改善がなされてきました。
　最近では、指導者や参加する児童・生徒の確保、日程の制限など難し
い課題を抱えながらも、そのねらいや技法は「教育的効果が極めて高
い」と学校教育関係者にも高く評価されています。

　トレーニング・センターの基本的な運営方法、ねらいなどを解説した
のが本ガイドブックですが、実際には、各地の日本赤十字社都道府県支
部と指導者の工夫や経験を織りまぜながら地域の特色を生かした内容
で展開することができます。
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